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 要 旨   

目的：アルコール乱用は、軍人とその配偶者に広く見られる問題である。軍人のアルコール

乱用は、職務遂行能力低下、法律違反、身体的基準からの逸脱の原因となる。配偶者のアル

コール乱用は、軍人生活の問題を示唆する可能性がある。しかし、軍人やその家族のアルコ

ール乱用による職務転帰、特に離隊への影響についての報告は少ない。本研究では軍人およ

びその配偶者のアルコール乱用と離隊の関連について検討した。 

 

方法：2011～2013年の米国軍人コホートであるMillennium Cohort Studyとその配偶者コ

ホートであるMillennium Cohort Family Study を突合し、異性夫婦かつ軍人と民間人／退

役軍人の組み合わせからデータ欠損を除く 7,965組を対象とした。ロジスティック回帰分析

を用い、軍人・配偶者それぞれのアルコール乱用（短時間大量飲酒、問題飲酒、習慣的大量

飲酒）と、後の離隊との関連を検討した。性、パートナーのアルコール乱用、メンタルヘル

ス、兵科を調整因子とした。 

 

結果：調整後のロジスティック回帰分析において、軍人本人の問題飲酒は離隊と関連してい

た(オッズ比[OR]: 1.41, 95%信頼区間[CI]: 1.09-1.82)。また、軍人本人の習慣的大量飲酒は、

女性軍人では離隊と強く関連していたが(OR: 8.35, 95% CI 2.84-24.55)、男性軍人では関連

していなかった(OR: 1.02, 95% CI: 0.74-1.42)。軍人と配偶者の短期間大量飲酒と離隊の関

連には交互作用があり、どちらか一方のみの場合は離隊の可能性は低いが、両方の場合は、

離隊リスクがわずかに高い傾向があった(OR: 1.25, 95% CI: 0.96-1.62)。 

 

結論：軍人本人のアルコール乱用は、配偶者のアルコール乱用より離隊に強く関連していた。

また、女性軍人の習慣的大量飲酒は、離隊を強く示唆する指標であった。 
 


